
『
懐
風
藻
』
の
詩
風
の
愛
濯

l
i藤
原
氏
の
詩
か
ら
見
て

i
i

吋
懐
風
藻
』
の
詩
に
つ
い
て
は
、
十
日
く
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
考
察
が
な

さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
詩
の
特
徴
に
つ
い
て
は
す
で
に
、

ィ
、
五
一
一
一
一
口
詩
の
多
い
こ
と
(
五
一
一
一
一
同
一
一

O
首
、
七
一
一
一
一
口
七
首
)
。

ロ
、
八
句
の
詩
の
多
い
こ
と
(
七
回
首
〉
。

ハ
、
封
勾
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
平
氏
の
請
わ
な
い
こ
と
。

ニ
、
慣
用
の
押
韻
の
あ
る
こ
と
。

〈
法
一
〉

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
従
来
町
懐
風
藻
b

の
詩
は
、
強
く
六
朝
詩

の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
近
年
出
典
語
の
比

較
研
究
が
著
し
く
進
み
、
特
に
小
島
憲
之
博
士
の
一
連
の
成
果
に
よ

っ
て
、
ウ
懐
風
藻
b

後
半
の
詩
に
は
、
初
勝
詩
の
影
響
が
か
な
り
あ
る

(
法
二
)

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
博
士
は
詩
風
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
こ
の

出
典
論
の
見
地
か
ら
溺
自
の
区
分
を
試
み
、
吋
日
本
古
典
文
穆
大
系

ω
・
懐
風
藻
・
文
筆
秀
一
麗
集
・
本
朝
交
粋
』
解
説
に
み
ら
れ
る
如

く
、
初
唐
詩
の
の
あ
る
な
し
か
ら
、
ま
ず
前
期
懐
風
藻
と
後
期

山

野

げ
ハ

μe

-口伝

清

一
懐
風
藻
と
の
二
期
に
わ
か
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ま
た
二
期
に
わ
か
っ

て
、
結
局
四
期
の
時
代
区
分
を
し
た
。

「
第
二
期
:
近
江
朝
ま
で

前
期
懐
風
藻
一

i

{

第
二
期
・
:
壬
申
の
乱
以
後
養
老
以
前

第
三
期
:
・
長
屋
王
時
代
ハ
養
老
期
よ
り
天
平
初
年

一

頃

ま

で

)

後
期
懐
風
蕩
~一

第
四
期
:
・
以
後
ハ
天
平
初
年
頃
よ
り
天
卒
務
費
三

年
ま
で
)

(注一一一)

そ
の
後
は
、
こ
の
感
分
に
な
ら
う
傾
向
も
み
え
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
小
島
簿
士
は
第
三
期
の
長
屋
王
の

催
し
た
詩
苑
(
こ
の
詩
苑
で
の
作
品
は
藻
中
約
二
十
首
を
数
え
る
)

と
い
う
も
の
を
高
く
許
債
し
、
彼
こ
そ
初
唐
詩
を
奈
良
朝
詩
壇
に
康

め
る
働
き
を
な
し
た
中
心
人
物
と
し
て
、
そ
の
時
代
を
「
長
屋
王
時

代
」
と
聡
し
、
詩
風
の
大
き
な
切
れ
目
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
初
感
詩
の
影
響
云
予
を
も
っ
て
詩
風
の
嬰
還
の
き

め
手
と
す
る
の
は
、
甚
だ
疑
問
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の

( 26 ) 



は
、
設
時
の
詩
人
た
ち
が
、
ど
れ
ほ
ど
六
朝
詩
と
初
庶
詩
と
の
微
妙

な
詩
風
の
援
に
気
づ
い
て
作
詩
を
試
み
た
の
か
。
一
ニ
・
四
期
の
詩
人

た
ち
の
多
く
の
基
礎
と
し
た
詩
脅
が
、
木
鴬
に
六
朝
詩
を
離
れ
~
初

唐
詩
の
そ
れ
で
あ
っ
た
の
か
。
問
題
と
す
べ
き
黙
は
多
い
。
た
と
え

ば
、
か
の
長
屋
主
に
し
て
も
、
彼
が
深
い
思
慮
も
な
く
、
た
ま
た
ま

停
来
し
た
王
勃
・
路
質
五
ら
の
初
庶
詩
を
、
新
奇
な
る
が
故
に
是
と

し
て
手
本
に
用
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
影
響
を
受
け
る
側

の
主
館
に
は
、
何
ら
幾
化
と
呼
べ
る
べ
き
も
の
は
な
い
と
さ
え
一
一
一
問
え

る
。
そ
れ
は
詩
風
で
は
な
く
手
本
の
務
遜
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
作
る

側
の
詩
に
鈎
す
る
態
度
や
意
識
な
ど
を
見
お
と
し
て
し
ま
っ
た
見
解

と
一
一
一
一
悶
え
る
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
詩
と
い
う
も
の
が
、
あ
く
ま
で
個
人
の
主
鰹
を
離
れ
て
は

生
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
か
に
し
て
常
時
の
詩
人
た
ち

が
詩
を
生
み
出
し
た
の
か
と
い
う
作
詩
の
原
知
に
も
ど
っ
て
、
そ
こ

か
ら
詩
風
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
彼

ら
は
ど
う
い
う
場
で
詩
を
作
り
、
そ
し
て
そ
こ
に
ど
う
い
う
内
容
を

惑
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
お
の
ず
と
詩
そ
の
も
の
が
語
っ
て
く
れ
る
一

つ
の
流
れ
の
嬰
化
、
部
ち
詩
風
の
疑
濯
が
あ
り
は
し
な
い
か
、
と
考

え
る
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
内
懐
風
諜
』
中
に
載
せ
る
詩
の
数
々
は
、
奈
良

朝
初
期
の
律
令
関
家
の
歩
み
出
し
と
軌
を
一
に
し
て
生
ま
れ
た
。
藻

ハ
法
問
〉

中
に
侍
宴
従
駕
の
詩
の
多
い
こ
と
(
三
四
苦
〉
は
、
詩
と
い
う
も
の

が
、
政
治
批
舎
と
離
れ
て
存
し
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
さ
せ
る
。
従

っ
て
、
詩
の
生
ま
れ
た
環
境
が
、
そ
う
い
う
場
と
強
く
か
か
わ
っ
て

い
た
と
い
う
黙
は
、
十
分
配
慮
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ

さ
て
、
こ
こ
で
日
を
藤
原
氏
に
据
え
て
み
よ
う
。
奈
良
朝
初
期
の

藤
原
氏
の
活
躍
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
鎌
足
の
子
の
不
比

等
は
大
賀
律
令
・
養
老
律
令
の
制
定
に
凱
(
か
り
、
都
を
藤
原
か
ら
奈

良
へ
う
つ
し
、
持
統
・
文
武
・
元
明
・
一
克
正
の
各
天
皇
の
有
力
な
バ

ヅ
ク
ボ

i
y
と
し
て
政
界
に
お
し
も
お
さ
れ
ぬ
地
位
を
築
い
て
い

た
。
彼
の
子
ど
も
の
武
智
腕
呂
・
一
昼
間
(
線
前
)
・
字
合
・
腕
呂
ハ
高

用
品
〉
の
四
子
は
、
不
比
等
の
死
後
、
そ
ろ
っ
て
廟
堂
に
な
ら
び
た

ち
、
天
卒
初
期
に
は
ま
さ
に
藤
原
氏
時
代
を
現
出
さ
せ
た
。
律
令
政

治
家
不
比
等
の
手
腕
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
を
受
け
つ
い
だ
四

子
は
、
と
も
に
律
令
鰻
制
の
波
に
乗
っ
て
、
政
治
を
思
い
の
ま
ま
に

動
か
せ
る
だ
け
の
力
を
有
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
二
男
の
一
居

前
は
祖
父
鎌
足
・
父
不
比
等
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
能
力
を
も
っ
て
い

た
人
物
と
し
て
歴
史
家
の
間
で
は
評
領
さ
れ
て
い
る
し
、
一
一
一
男
の
字

合
は
『
傘
卑
分
版
』
が

器
宇
弘
雅
。
風
範
凝
深
。
博
覧
墳
典
。
才
乗
叉
文
武
会
。
畿
一
経
営

寧
圏
之
務
。
特
留
心
文
藻
。
天
卒
之
際
。
務
震
翰
義
一
之
宗
。
有
集
ー
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と
語
る
よ
う
に
、
鴬
代
一
流
の
文
人
で
あ
っ
た
。

律
令
鰐
制
の
も
と
に
詠
ま
れ
た
詩
の
数
々
を
集
め
た
吋
懐
風
藻
』

に
、
律
令
鰻
制
を
推
進
さ
せ
た
藤
原
氏
の
詩
が
多
く
見
ら
れ
る
の

は
、
蛍
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
、
か
く
も

重
要
な
ポ
イ

γ
ト
を
援
っ
て
い
る
藤
原
氏
が
、
文
撃
の
面
で
は
ほ
と

ん
ど
か
え
り
み
ら
れ
て
い
な
い
。
政
治
家
と
し
て
の
評
債
に
傾
き
す

ぎ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
藤
原
氏
は
政
治
家
と
し
て
は
一
流
の
地

位
に
の
ぼ
り
は
し
た
も
の
の
、
文
撃
で
は
と
る
に
足
り
な
い
存
在
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
合
で
あ
る
。

吋
懐
風
藻
b

に
は
藤
原
氏
の
詩
が
一
九
首
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
不
比

等
五
首
、
武
智
腕
呂
な
し
、
房
前
一
一
一
首
、
字
合
ム
ハ
首
、
腕
呂
五
首

(
間
首
と
数
え
る
見
方
も
あ
り
〉
で
あ
る
。
こ
の
藤
原
氏
の
詩
を
綿

密
に
治
っ
て
行
く
と
、
蛍
時
の
詩
壌
や
詩
苑
の
援
子
が
う
か
び
上
が

っ
て
来
、
延
い
て
は
詩
風
の
阪
分
に
つ
な
が
る
詩
の
流
れ
の
襲
化
が

表
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
不
比
等
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼

の
詩
人
と
し
て
の
許
僚
は
そ
う
低
く
は
な
い
も
の
の
、
彼
を
中
心
と

し
た
詩
の
グ
ル
ー
プ
の
存
在
は
、
だ
れ
も
言
及
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
決
し
て
沼
間
風
藻
h

の
詩
は
、
小
島
博
士
の
説
く
如
く
、
長

巌
壬
の
詩
苑
の
み
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
は
な
い
。
震
は
、
長
摩

王
の
詩
十
仰
に
先
だ
っ
「
不
比
等
の
詩
苑
」
の
存
在
が
藻
中
か
ら
見
つ

け
出
せ
、
か
つ
そ
れ
が
詩
風
の
婆
遷
と
大
き
な
か
か
わ
り
あ
い
を
持

つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
一
一
日
い
得
る
の
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
を

議
し
て
行
き
た
い
。

一一一

不
比
等
の
五
首
の
詩
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

A
侍
宴
の
詩
、

B
吉
野

に
遊
ぶ
の
詩
、

C
七
夕
の
詩
の
三
種
類
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
い

ず
れ
も
集
閣
内
で
の
作
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ヘ
以
下
に
あ
げ
る
詩
及
び
そ
の
番
披
は
円
日
本
古
/

/
典
文
阜
大
系
的
援
風
藻
』
の
そ
れ
に
依
っ
た
。
¥

A
、
侍
宴
の
詩

五
一
一
一
一
口
。
元
日
。
庭
認
。
一
首
o

m正
靭
灘
高
顔
。
元
日
臨
兆
民
。

湾
政
敷
玄
造
。
撫
機
御
紫
炭
。

年
華
巳
非
故
。
淑
気
亦
惟
新
。

鮮
一
問
中
間
秀
五
彩
。
一
躍
景
耀
一
一
一
春
。

済
済
問
行
士
。
穆
穆
我
朝
人
。

感
徳
遊
天
津
。
飲
和
惟
聖
露
。

宴
。
疹
認
。
一
首
。

蒸
風
同
協
海
演
。

溺
生
折
編
入
。

文
酒
事
猶
新
。

波
賢
階
紫
炭
。
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。



コ
五
日
」
の
方
の
詩
は
、
ま
と
ま
り
も
よ
く
、
岡
田
正
之
博
士
は
こ

(
注
一
札
)

の
詩
を
侍
宴
態
認
の
作
の
代
表
に
あ
げ
て
い
る
。
寸
春
日
侍
宴
」
の

方
は
、
一
一
一
・
四
句
に
「
春
い
と
「
関
」
と
を
反
覆
さ
せ
る
技
巧
が
日

に
つ
く
。
こ
の
技
巧
は
彼
の
好
ん
だ
も
の
の
よ
う
で
、
次
の
「
遊
吉

野
」
の
詩
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
題
名
こ
そ
遠
つ
て
は
い
る
が
、
い

ず
れ
も
春
の
宴
で
の
態
認
の
作
で
、
内
容
的
に
似
て
い
る
。
し
か
も

ど
ち
ら
も
長
韻
を
用
い
て
い
る
黙
が
法
一
恕
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
侍
宴
の
詩
は
、
円
懐
風
藻
b

で
も
一
番
多
く
、
ど
れ
も
皆

大
河
小
異
の
内
容
で
、
部
自
味
に
欠
け
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
こ
の

不
比
等
の
詩
と
同
じ
く
春
の
宴
で
の
作
な
る
詩
を
、
藻
中
に
も
と
め

て
み
る
と
、
全
部
で
一
一

O
首
を
数
え
る
。
そ
し
て
各
詩
の
韻
を
調
べ

て
み
る
と
、
な
ん
と
一
七
首
ま
で
が
輿
韻
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

(
O印
)

⑭
紀
靭
区
麻
呂
「
五
一
一
一
向
。
春
日
。
際
認
。
」

仙
川
区
勢
制
制
度
多
金
須
「
五
一
一
一
一
向
。
春
日
。
膝
認
に

お
五
勢
朝
毘
多
金
須
「
五
一
一
一
向
。
春
日
。
懸
認
。
」

⑫
美
努
連
浄
麻
呂
「
五
一
一
一
一
向
。
春
日
。
態
詔
O
L

⑫
藤
原
樹
怪
史
「
五
言
。
元
日
。
態
詔
。
」

⑨
藤
原
朝
国
史
「
五
一
一
一
一
向
。
春
日
待
宴
。
嬢
認
。
」

⑮
万
利
康
問
「
五
言
。
侍
宴
。
」

⑨
大
石
王
「
五
一
吉
。
侍
一
安
。
態
認
。
」

AFぃ
2
0

軍刀問。一

ゴ
苓
万
/

U

H

N

二
訴
し

か
ぽ
町
い
円
払

o
r
h
h
ぷ刀向。一

芸
寸
タ
，

FFZ

一

ゆ
団
法
史
百
校

ゆ
石
川
朝
白
石
足

(
持
山
前
主
「
五
一
一
出
向

⑫
一
采
女
朝
陸
比
良
夫

⑮
安
倍
朝
間
首
名
「
春
日
。
態
認
。
」

⑭
大
伴
宿
禰
放
人
「
初
春
侍
宴
。
」

③
息
長
良
人
間
足
「
春
臼
侍
宴
。
」

幻
帯
ハ
文
漣
備
「
五
一
一
一
一
口
。
春
日
侍
宴
。
」

⑪
長
箆
王
「
五
一
一
一
口
。
元
日
宴
。
癒
認
。
」

@
安
倍
朝
臣
康
庭
「
五
一
一
一
一
向
。
春
日
侍
宴
。
」

⑬
守
部
連
大
限
「
五
一
一
一
一
向
。
侍
宴
。
」

@
藤
原
朝
寝
総
前
「
五
一
一
一
向
。
侍
宴
。
」

こ
の
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も
、
春
の
詩
宴
は
異
議
を
用
い
て
な
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
、
と
い
う
事
寅
が
指
摘
で
き
る
。
員
韻
が

「
新
」
「
春
」
「
仁
」
「
人
」
な
ど
の
字
を
含
み
、
春
の
宴
に
ふ
さ
わ

し
か
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
か
。
偲
々
人
が
自
分
の
用
い
慣
れ
た
韻
を

使
っ
て
作
詩
し
た
と
こ
ろ
、
偶
然
こ
う
い
う
結
果
が
あ
ら
わ
れ
た
と

す
る
に
は
、
長
韻
八
五
%
は
高
率
す
ぎ
る
。
勿
論
こ
れ
ら
の
詩
が
問

(
注
六
)

じ
時
の
作
と
は
決
め
ら
れ
な
い
の
で
、
同
一
線
上
で
較
べ
た
り
推
量

し
た
り
す
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
数
度
に
わ
た
っ
て
催

さ
れ
た
春
の
詩
宴
に
、
異
韻
が
箆
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
め
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で
た
い
春
の
日
を
う
た
う
宴
で
は
、
誰
も
が
使
い
や
す
く
詠
み
や
す

い
韻
と
い
う
も
の
が
選
ば
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
な
か
に
は
豆
勢
多
金
須
や
黄
文
備
の
よ
う
に
、
溺
自
の
韻
一
〈
多

金
須
:
:
:
元
議
・
先
議
、
備
:
・
:
侵
韻
)
を
用
い
た
者
も
あ
っ
た

が
、
よ
り
多
く
の
人
を
集
め
、
盛
大
に
詩
宴
を
催
す
に
は
、
よ
り
普

遍
的
な
韻
を
使
用
す
る
方
が
、
相
互
の
親
愛
感
を
深
め
得
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
な
れ
ば
こ
そ
、
反
面
吋
懐
風
藻
』
の
詩
は
類

型
的
で
問
自
味
に
紋
け
る
と
い
う
評
債
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ

る。
こ
う
し
た
多
く
の
詩
人
た
ち
を
集
め
て
関
か
れ
た
で
あ
ろ
う
春
の

詩
安
に
、
不
比
等
が
二
首
も
前
説
の
詩
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
彼
が
そ
う
し
た
宴
に
多
く
関
係
し
、
活
躍
し
た
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。
そ
れ
は
庭
認
と
い
う
題
が
示
す
よ
う
に
、
不
比
等
主

催
の
宴
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
文
武
朝
以
後
、
色
あ
ざ
や
か
に
政

治
の
表
部
に
出
て
き
て
手
腕
を
設
探
し
出
し
て
き
た
不
比
等
が
、
群

疫
の
居
な
ら
ぶ
詩
宴
の
席
で
、
牛
耳
を
と
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

B
、
吉
野
に
遊
ぶ
の

遊
吉
野
。
一

乱
飛
文
山
水
地
。
命
爵
醇
籍
中
。

漆
姫
控
鶴
翠
。
柘
媛
援
魚
通
。

煙
光
巌
上
翠
。
日
影
掲
前
紅
。

叡
知
玄
間
近
。
針
翫
入
松
風
。

幻
夏
身
夏
色
古
。
秋
津
秋
気
新
。

昔
者
間
沿
后
。
今
之
見
吉
賓
。

霊
仙
駕
鶴
去
。
星
客
乗
査
透
。

諸
性
問
流
水
。
素
心
開
静
仁
。

こ
の
吉
野
を
題
材
と
し
た
詩
は
、
不
比
等
の
二
首
を
含
め
て
、
藻

中
に
一
七
首
ほ
ど
あ
る
(
う
ち
首
相
野
壬
の
「
五
一
一
一
同
。
遊
龍
門
山
。
」

の
詩
は
、
直
接
吉
野
を
う
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
除
い
て
も
可
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
入
れ
て
お
く
)
ο

雨
詩
は
と
も
に
著
し
く
紳

〈
注
七
)

仙
思
想
に
か
ぶ
れ
て
い
る
が
、
等
し
く
柘
校
傍
設
を
詠
ん
だ
の
で
は

な
く
、
況
と
犯
と
で
は
う
た
っ
て
い
る
内
容
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

む
の
方
は
柘
校
媛
の
停
設
を
う
た
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、

犯
の
方
の
詩
は
一
見
そ
う
思
え
る
も
の
の
、
「
震
仙
駕
鶴
去
。
星
客
乗

ハ
法
八
)

査
透
。
」
は
中
閣
の
紳
伯
爵
で
、
日
本
の
侍
読
柘
校
援
の
話
で
は
な

い
。
同
じ
題
名
の
も
と
に
二
首
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
間
内
容

と
し
て
扱
っ
て
い
る
む
き
が
あ
る
が
、
よ
く
譲
み
分
け
る
べ
き
で
あ

る
。
犯
の
詩
は
去
翌
m
b

薙
也
の
「
智
者
築
水
。
仁
者
柴
山
。
智
者

動
。
仁
者
静
己
の
一
池
山
勾
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
と
、
総
に
乗
っ
て
昇

天
し
た
壬
喬
や
、
査
に
乗
っ
て
河
を
上
り
天
上
ま
で
行
っ
て
き
た
張

(
波
九
〉

懇
の
故
事
な
ど
を
盛
り
こ
ん
で
い
る
詩
で
、
内
特
が
よ
り
中
間
倒
的
で
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あ
る
。
況
の
詩
の
方
が
そ
れ
に
針
し
て
日
本
的
と
言
え
る
ひ
こ
の
二

首
の
内
容
の
ち
が
い
を
意
識
し
て
、
藻
中
残
り
の
吉
野
関
係
の
詩
を

み
て
行
く
と
、
一
五
首
の
う
ち
一
二
首
ま
で
が
、
こ
の
ど
ち
ら
か
の

系
列
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
が
後
見
さ
れ
る
。
い
ま
俵
に
担
の
方
を

a
(柘
校
体
設
系
)
と
し
、
犯
の
方
を
b

(
中
間
倒
神
仙
諦
系
)
、
そ

の
他
を

c
と
名
づ
け
て
な
ら
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

(
O

印
良
韻
、
口
印
東
韻
〉

a
(柘
校
体
設
系
〉

国
藤
原
朝
毘
史
「
五
一
一
一
口
。
遊
吉
野
。
」

η
紀
朝
箆
男
人
「
七
一
一
一
一
向
。
数
一
吉
野
川
。
レ

@
丹
境
倍
以
人
康
成
「
五
一
一
一
口
。
遊
吉
野
山
OL

m丹
境
問
県
人
康
成
「
七
一
一
一
日
。
吉
野
之
作
。
」

一
国
高
向
朝
医
務
足
「
五
一
一
一
一
向
。
従
駕
吉
野
宮
o
」

b

(
中
関
神
仙
評
系
)

日
暮
野
王
「
五
一
一
一
一
向
。
遊
龍
門
山
。
」

窃
藤
原
朝
医
史
「
五
言
。
遊
吉
野
。
」

⑬
中
皮
朝
庖
人
足
「
五
一
…
一
一
問
。
遊
吉
野
官
。
」

必
中
位
朝
恩
人
足
「
五
一
一
一
一
向
。
遊
吉
野
宮
。
」

園
大
作
王
「
五
従
駕
吉
野
宮
。
態
認
。
」

必
大
作
王
「
五
従
駕
吉
野
官
。
懸
認
。
」

⑬
紀
朝
民
男
人
題
従
吉
野
宮
。
」

和
藤
原
大
政
遊
吉
野
川
之
作
。
」

奉
和
藤
太
政
佳
野
之
作
。
」

@
大
津
連
苔

⑩
葛
井
連
康
成

C

(

そ
の
他
)

加
古
田
連
宜
「

に
無
し
)

幻
藤
原
朝
臣
字
合

も
に
鉱
山
し
〉

@
藤
原
朝
臣
寓
里
「
五
一
一
一
一
向
。
遊
吉
野
川
己
:
:
:
(
a
b
の
要
素
と

も
に
含
む
〉

こ
の
吉
野
関
係
の
詩
は
、
題
名
や
韻
な
ど
か
ら
み
て
も
、
前
の

「
侍
宴
」
詩
以
上
に
作
詩
の
場
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
韻
と
系
列
と
の
結
び
つ
き
は
、
は
っ
き
り
出
て
き
て
い
な

い
。
よ
っ
て
内
容
の
部
か
ら
分
類
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
o
b
の
中

関
紳
倒
諒
系
の
方
が

a
よ
り
詩
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
問
問
じ
紳

仙
を
う
た
う
に
し
て
も
、
中
間
幽
の
方
が
借
り
る
典
故
や
一
明
開
業
が
豊
富

な
た
め
、
日
本
の
神
仙
を
詠
む
よ
り
詩
が
作
り
や
す
か
っ
た
か
ら
で

は
あ
る
ま
い
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
こ
系
列
の
「
内
容
が
生
み
出
さ
れ
た
の

は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
考
を
ま
ち
た

い
。
た
だ
お
と
山
の
二
首
が
、
不
比
等
の
幻
の
詩
(
も
し
く
は
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
詩
か
〉
に
和
韻
し
、
内
容
ま
で
も
そ
れ
を
襲
っ
て
い

従
駕
吉
野
宮
O
L
-
-
:
:
(
a
b
の
要
素
と
も

遊
吉
野
川
。
」
:
:
:
〈

a
b
の
要
素
と
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る
の
は
、
注
目
に
償
し
よ
う
か
。

こ
の
分
類
か
ら
一
一
一
一
向
い
得
る
こ
と
は
、
吉
野
に
遊
ん
だ
に
せ
よ
、
従

駕
し
た
に
せ
よ
、
そ
こ
で
作
ら
れ
た
詩
は
、
柘
校
援
の
俸
説
的
な
も

の
か
、
仁
智
山
水
の
言
葉
に
中
関
紳
仙
認
を
お
り
ま
ぜ
た
裂
の
も
の

か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
っ
た
も

の
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
(
な
お
吉
田
宏
の
詩
は

雨
要
素
を
含
ま
ず
、
も
の
静
か
な
絞
景
に
お
わ
っ
て
お
り
、
字
合
の

詩
も
一
科
が
あ
ら
わ
れ
な
い
。
腕
呂
の
詩
は

a
b
の
折
衷
で
あ
る
。
)
。

不
比
等
の
璃
詩
が
同
時
の
作
か
ど
う
か
、
わ
か
ら
な
い
の
が
惜
し
ま

れ
る
が
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
こ
系
列
の
詩
群
の
先
端
と
も

一
一
一
…
悶
え
る
位
置
に
彼
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
不
比
等
の
詩
人
と

し
て
の
許
債
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
彼
に
よ
っ

て
二
つ
の
型
の
詩
が
生
み
出
さ
れ
た
と
は
一
一
一
日
え
な
い
ま
で
も
、
蛍
時

の
彼
の
政
治
的
地
位
を
思
う
と
き
、
彼
の
作
っ
た
一
期
詩
が
い
か
に
詩

の
グ
ル
ー
プ
内
に
力
を
及
ぼ
し
て
行
っ
た
か
を
如
上
の
こ
と
は
諮
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
の
詩
壌
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ン
ぶ
り

は
、
決
し
て
看
過
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
な
お
、
不
比
等

の
二
子
字
合
・
麻
呂
の
詩
が
、
二
系
列
に
は
ず
れ
て
存
し
て
い
る
の

は
、
一
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
後
に
述
べ
る
。

c、
七
夕
の
詩

五一一一一問。七夕。

お
雲
衣
溺
観
タ
。
月
鏡
一
逢
秋
。

機
下
非
曾
故
。
竣
怠
是
威
猷
。

鳳
蓋
随
風
轄
。
鵠
影
逐
波
浮
。

間
前
開
短
集
。
別
後
悲
長
愁
。

七
夕
の
詩
は
、
こ
の
詩
を
含
め
て
藻
中
六
首
を
数
え
る
が
、
不
比

の
詩
を
も
っ
て
は
じ
め
と
す
る
。
こ
の
詩
、
第
四
句
自
の
一
意
味
が

す
こ
ぶ
る
難
解
で
あ
る
。
ム
ハ
靭
詩
に
耽
溺
し
、
書
籍
か
ら
得
た
知
識

に
よ
っ
て
成
っ
た
詩
で
あ
る
が
、
七
夕
に
針
す
る
彼
の
感
情
が
端
的

に
吐
一
露
さ
れ
て
い
る
。
後
半
の
骨
組
み
は
梁
の
炭
田
周
五
日
の
七
夕
詩
に

(
注
十
)

よ
っ
て
い
る
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
語
句
を
生
の
ま
ま
借
り
て

来
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
黙
、
藻
中
の
他
の
五
替
の
七
夕
詩

と
趣
向
を
異
に
し
て
い
る
。
藻
中
の
七
夕
詩
を
列
撃
し
て
み
る
と

⑮
藤
原
靭
症
史
「
五
一
一
一
一
向
。
七
夕
。
」

⑮
山
田
史
一
一
一
方
「
五
言
。
七
夕
。
」

⑩
中
日
智
首
「
五
一
一
一
一
口
。
七
夕
。
」

⑬
紀
靭
辰
男
人
寸
五
一
一
一
一
口
。
七
夕
。
」

苅
百
済
公
和
麻
呂
「
五
一
一
話
。
七
夕
。
」

⑮
藤
原
朝
臣
総
前
「
五
一
一
一
向
。
七
夕
O
L

と
な
り
、
百
済
公
和
麻
呂
の
詩
以
外
は
、
す
べ
て
尤
韻
で
あ
り
、
し

か
も
第
二
勾
自
は
そ
ろ
っ
て
「
秋
」
の
字
を
勾
末
に
寵
い
て
い
る

(
藤
原
史
:
:
:
「
月
鏡
一
逢
秋
」
、
山
間
一
一
一
方
:
・
:
・
「
銀
、
河
月
桂
秋
」
、
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土
問
智
首
:
:
:
「
時
節
忽
驚
秋
」
、
紀
男
人
:
:
:
「
援
腹
騒
音
羽
秋
L

、
藤

原
姻
胸
部
:
:
:
「
一
紳
衿
翫
早
秋
」
)
。
各
詩
の
制
作
年
代
は
、
は
っ
き
り

わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
中
間
準
博
士
が
、
史
・
一
ニ
方
・
首
の
も
の
は

養
老
年
間
(
七
一
七

1
七
二
回
)
の
も
の
、
あ
と
の
も
の
は
お
そ
く

と
も
榊
亀
三
年
(
七
二
六
)
以
前
に
成
っ
た
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
い

(校十一〉

る
の
が
法
一
意
さ
れ
る
。
時
代
的
に
は
近
接
し
て
い
る
。
そ
し
て
も
し

こ
の
一
連
の
七
夕
詩
が
時
を
同
じ
く
し
て
成
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、

そ
の
グ
ル

i
プ
の
長
は
だ
れ
あ
ろ
う
、
時
に
位
人
疫
を
き
わ
め
て
い

た
不
比
等
そ
の
人
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
不
比
等

が
こ
の
七
夕
詩
に
お
い
て
も
、
先
導
的
役
割
合
}
は
た
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
だ
け
は
言
い
得
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

国

不
比
等
の
侍
宴
の
作
に
せ
よ
、
吉
野
の
作
に
せ
よ
、
七
夕
の
作
に

せ
よ
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
背
後
に
多
く
の
詩
人
を
も
っ
グ
ル
ー
プ

内
で
の
作
で
あ
っ
た
。
他
の
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
つ
い
て
説
明
で
き
な

い
の
が
残
念
だ
が
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
詩
の
多
く
は
、
内
容
的
に
は

ほ
と
ん
ど
中
関
詩
の
模
倣
で
、
と
に
か
く
詩
と
し
て
完
成
さ
せ
る
と

い
う
の
が
主
で
、
ま
と
ま
り
も
歓
き
、
詩
風
と
い
う
べ
き
も
の
す
ら

感
じ
と
れ
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
内
で
作
る
か
ら
そ

う
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
逆
に
、
個
々
人
の
カ
が
弱
か
っ
た
か
ら
助

け
あ
う
こ
と
も
あ
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
な
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
も
っ

と
加
の
要
因
で
そ
う
な
っ
た
の
か
、
な
に
は
と
も
あ
れ
、
蛍
時
の
律

令
図
家
が
詩
を
ふ
γ
ば
公
的
場
で
生
ま
せ
る
よ
う
な
気
湿
の
も
と
に
動

き
、
そ
の
も
と
で
内
懐
風
藻
b

中
の
多
く
の
詩
は
残
さ
れ
て
い
る
。

務
中
で
は
個
人
別
に
詩
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
質
態
が
つ
か

め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
み
て
く
る
と
、
決
し
て
詩
苑
を
つ

く
っ
た
の
は
長
屋
王
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
に
先
だ
っ
「
不
比
等
の

詩
苑
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
方
が
あ
る
一
意
味
で
は
盛
大
で
は

な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
長
屋
王
の

詩
苑
は
不
比
等
の
詩
苑
を
受
け
機
い
だ
だ
け
の
も
の
と
一
一
一
日
っ
て
よ

(注十二〉

く
、
そ
こ
に
大
き
な
文
事
史
上
の
意
義
を
置
く
の
は
、
少
な
く
と
も

作
詩
の
場
中
心
の
見
方
か
ら
は
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
詩
群
の
多
く
は
、
六
朝
詩
も
初
出
府
詩
も
い
わ
ば
な

い
ま
ぜ
に
取
り
こ
ん
で
、
一
首
を
成
し
て
お
り
ハ
初
麿
詩
は
長
屋
王

の
特
許
で
は
な
く
、
不
比
等
の
「
元
日
」
の
詩
の
詩
句
に
は
、
許
敬

宗
の
そ
れ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
、
す
で
に
田
村
謙
治
氏
が
指
摘
し
て

(注十一一一)

い
る
)
、
詩
の
照
で
も
共
通
の
語
勾
の
引
用
が
み
ら
れ
た
り
、
一
言
っ
て

み
れ
ば
中
国
詩
模
倣
の
詩
苑
文
部
ず
と
呼
び
得
る
。
従
っ
て
、
詩
の
中

に
も
作
者
と
い
う
も
の
の
践
が
感
じ
ら
れ
ず
、
う
わ
ベ
だ
け
を
華
や

か
に
部
っ
た
内
容
の
乏
し
い
詩
風
と
言
え
ば
一
一
一
一
口
え
よ
う
。
そ
う
い
う

詩
苑
文
撃
が
、
不
比
等
・
長
口
座
主
の
時
代
を
つ
な
い
で
藻
中
に
ど
っ

か
り
と
腰
を
据
え
る
。
そ
こ
に
一
つ
の
時
代
を
お
く
こ
と
が
可
能
で
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あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
詩
苑
文
撃
の
時
代
は
ど
こ
ま
で
、
ま
た
作

者
で
い
え
ば
ど
の
へ
ん
ま
で
結
く
の
か
と
い
う
と
、
大
韓
長
屋
王
詩

苑
の
終
穏
期
、
作
者
で
は
不
比
等
の
二
男
一
塁
間
の
と
こ
ろ
ま
で
と
言

っ
て
よ
い
。
長
屋
王
が
藤
原
氏
の
手
に
よ
っ
て
た
お
さ
れ
る
こ
と
で

一
つ
の
時
代
が
お
わ
り
、
政
治
の
舞
蓬
は
藤
原
四
兄
弟
へ
と
移
る
の

で
あ
る
が
、
詩
の
方
も
そ
れ
と
歩
を
あ
わ
せ
る
よ
う
に
、
媛
貌
を
と

げ
て
行
く
。
房
前
、
が
そ
の
切
れ
目
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、

彼
の
詩
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
。
房
前
は
「
五
一
一
一
一
向
。
七
夕
。
」
「
五
一
一
一
一
口
。

秋
日
於
長
王
宅
宴
新
経
客
。
」
「
五
一
一
一
向
。
侍
宴
。
」
の
三
首
の
詩
を
持

つ
G

そ
の
ど
れ
も
が
、
詩
苑
で
の
作
で
あ
る
。
部
ち
「
七
夕
」
「
侍

(
校
十
悶
)

宴
」
の
詩
は
不
比
等
の
詩
苑
閣
の
も
の
、
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅

客
一
い
の
詩
は
長
屋
王
詩
苑
の
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
一
身
前
は
、
商

の
詩
苑
に
関
係
し
た
典
型
的
な
詩
苑
詩
人
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し

か
も
見
お
と
し
て
な
ら
な
い
黙
は
、
同
韻
の
例
甚
だ
多
き
「
七
夕
」

の
詩
や
「
侍
宴
」
の
詩
は
、
藻
中
で
は
彼
を
も
っ
て
お
わ
っ
て
お
り

(
前
節
参
照
。
い
ず
れ
の
項
も
、
最
後
に
彼
の
詩
が
あ
る
。
)
、
以
後

の
詩
人
に
は
、
こ
の
よ
う
な
題
の
詩
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
か
な
り
は
っ
き
り
と
、
詩
苑
文
療
の
切
れ
目
を
諮
る
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
町
一
様
風
藻
n

中
に
は
、
彼
以
後
に
題
か
れ
て
い

る
詩
人
で
、
詩
苑
文
事
的
詩
を
作
っ
て
い
る
者
も
な
い
で
は
な
い
。

し
か
し
、
詩
苑
の
時
代
を
代
表
る
す
最
後
の
詩
人
と
な
る
と
、

こ
の
房
前
を
あ
て
て
お
く
の
が
安
蛍
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

詩
苑
の
模
倣
的
文
字
か
ら
股
却
し
、
新
た
な
詩
風
を
生
み
お
こ
し

た
人
物
は
、
こ
れ
も
藤
原
氏
か
ら
出
た
。
不
比
等
の
三
男
字
合
で
あ

る
。
字
合
は
大
翠
寮
で
事
ん
だ
形
跡
が
あ
り
、
遣
唐
副
使
と
し
て
中

関
に
波
遣
さ
れ
た
関
躍
を
持
ち
、
第
二
節
で
も
そ
の
文
人
ぶ
り
は
紹

介
し
た
。
彼
の
詩
は
、
砂
同
時
に
お
い
て
は
半
ば
公
的
と
も
目
さ
れ
た

詩
宴
と
い
う
も
の
か
ら
、
離
れ
て
行
く
傾
向
が
み
え
る
。
そ
の
詩

は
、
「
五
一
一
一
一
向
。
暮
春
曲
宴
南
池
井
序
。
」
「
七
一
一
一
一
ロ
。
在
常
陸
婚
倭
判
官
留

在
京
弁
序
C
L

「
七
一
一
一
一
向
。
秋
日
於
左
僕
射
長
王
宅
宴
。
」
「
五
一
一
一
一
口
。
悲
不

遇
。
」
「
五
一
一
一
一
問
。
遊
吉
野
川
。
」
「
五
言
。
奉
西
海
道
節
度
使
之
作
。
」

の
六
首
で
あ
る
が
、
長
屋
王
宅
の
宴
で
の
詩
を
と
り
あ
げ
て
、
房
前

の
そ
れ
と
比
べ
て
み
る
と
、
雨
者
の
ち
が
い
が
よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ

。

〉
門
/

態
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熔
正
一
位
左
大
使
藤
原
朝
区
線
前

五
一
一
一
日
。
秋
日
於
長
王
宅
宴
一
新
羅
客
。

部
職
寅
梯
航
使
。
従
此
及
一
一
一
韓
。

岐
路
分
衿
易
。
琴
樽
促
膝
難
。

山
中
猿
吟
断
。
葉
一
義
蝉
一
昔
襲
。

般
別
無
一
一
一
一
口
語
。
愁
情
幾
前
向
端
。

a

コ
民
一
等

一
首
〈
船
引



正
一
一
一
位
式
部
卿
藤
原
朝
霞
字
合

七
一
一
一
一
日
。
秋
日
於
左
僕
射
長
王
宅
宴
。
一
首
o

mw
一
帝
毘
畑
一
世
間
乗
季
月
。
王
家
山
水
迭
秋
光
。

議
関
白
露
未
催
臭
。
泥
菊
丹
霞
告
有
芳
。

石
盗
難
衣
猶
自
短
。
山
扉
松
蓋
埋
然
長
。

選
遊
己
得
馨
龍
鳳
。
大
路
何
用
究
仙
場
。

一
殿
前
の
詩
が
騎
賓
王
の
詩
の
語
句
を
生
の
ま
ま
借
り
て
(
三
・
四

句
は
路
賓
玉
、
秋
目
別
役
四
得
悌
字
「
岐
路
分
襟
易
、
風
雲
促
膝

難
」
に
、
七
勾
自
は
賂
賓
王
、
迭
問
決
七
遊
弱
「
姶
別
一
窓
無
一
一
一
一
日
」
に
よ

(
注
十
五
)

る
)
、
ど
う
に
か
表
一
耐
を
誇
ら
し
く
控
え
て
い
る
の
に
治
し
て
、
字

合
の
詩
は
七
律
の
践
を
と
り
、
一
古
川
匂
も
よ
く
こ
な
さ
れ
、
到
の
美
し

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
大
隠
何
用
究
仙
場
」
と
い
う
ま
と
め
も
あ

ざ
や
か
で
あ
る
。
同
じ
詩
宴
で
の
作
で
も
、
こ
こ
に
は
か
つ
て
の
誇

張
さ
れ
た
虚
飾
や
作
為
の
如
き
も
の
は
消
え
、
澄
み
き
っ
た
理
が
底

に
流
れ
て
い
る
の
を
感
ず
る
。
明
ら
か
に
詩
が
伺
に
め
、
ざ
め
た
限
を

持
っ
て
き
て
い
る
。
一
笠
間
の
詩
の
宴
と
、
こ
の
字
合
の
詩
の
宴
と
で

は
、
時
期
的
に
は
別
の
よ
う
で
あ
る
が
、
宴
席
に
お
い
て
こ
の
よ
う

に
詩
の
風
が
異
な
っ
て
く
る
の
は
、
そ
こ
に
詩
宴
と
い
う
も
の
が
内

部
か
ら
務
貌
の
き
ざ
し
を
み
せ
て
き
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
長

屋
王
の
波
後
、
詩
宴
を
牛
耳
る
ほ
ど
の
人
物
が
出
現
し
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、
字
合
は
房
前
と
は
ち
が
っ
て
、
た
と
い
宴
を
も
っ

て
も
、
ご
く
少
人
数
の
気
の
お
け
な
い
人
た
ち
と
の
問
だ
け
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る

Q
暮
春
出
宴
南
池
」
の
詩
な
ど
)
。
そ
し
て
彼
の
詩

「
悲
不
遇
」
「
奉
西
海
道
節
度
使
之
作
レ
は
、
い
ず
れ
も
共
通
し
て
仰

と
し
て
の
悲
哀
が
主
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
虚
飾
に
満
ち

た
、
う
わ
ベ
だ
け
は
華
々
し
い
そ
れ
ま
で
の
宴
で
の
文
壌
に
は
見
ら

れ
な
い
詩
で
あ
る
。
特
に

七
一
一
白
。
在
常
陸
婚
倭
判
官
留
在
京
。
一
首
。

(
序
は
省
く
)

的
自
我
弱
冠
従
王
事
。
風
塵
歳
月
不
曾
休
。

察
維
猫
坐
漫
亭
タ
。
懸
場
長
悲
揺
落
秋
。

琴
悲
之
交
遠
相
問
。
芝
蘭
之
契
接
無
由
。

無
由
何
見
李
賂
郭
。
有
別
何
逢
遼
輿
散
。

馳
心
様
望
白
雲
天
。
寄
語
排
網
開
問
月
前
。

日
下
車
都
君
抱
玉
。
雲
端
港
関
我
謁
絃
。

清
絃
入
化
粧
三
歳
。
美
王
将
光
度
幾
年
。

知
己
難
逢
匪
今
耳
。
忘
一
一
一
一
日
間
千
遇
従
来
然
。

潟
期
不
的
風
霜
鰯
。
猶
似
巌
心
松
柏
堅
。

の
詩
は
彼
一
の
若
き
墳
の
作
で
、
長
い
序
を
持
つ
上
、
書
簡
文
と
も
言

え
る
内
容
が
、
藻
中
最
長
の
七
一
一
一
口
詩
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
し

か
も
そ
れ
は
理
路
整
然
と
し
て
い
て
、
少
し
も
よ
ど
む
と
こ
ろ
が
な

い
。
こ
の
一
作
だ
け
で
も
、
彼
の
名
は
『
懐
風
藻
』
を
代
表
す
る
詩
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人
と
し
て
残
っ
た
で
あ
ろ
う
。
上
代
漢
詩
文
に
お
け
る
個
の
問
問
調
怖
を

議
み
と
る
に
十
分
な
作
品
で
あ
る
。

つ
づ
く
蹴
呂
も
、
宇
合
ほ
ど
の
詩
才
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
か
な

、
り
の
力
量
を
有
し
た
人
物
で
、
詩
の
内
容
も
字
合
同
様
、
悲
友
に
瀦

ち
た
倒
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
彼
の
詩
の
場
合
は
、
お

の
れ
の
嘆
き
を
、
あ
る
授
史
上
の
人
物
(
大
榊
高
市
麻
呂
・
孔
子
)

を
借
り
て
う
た
う
と
い
う
方
法
に
依
っ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
貼
が

字
合
と
異
な
る
。

従
一
一
一
位
兵
部
卿
策
左
右
京
大
夫
藤
原
朝
度
高
間
十
一

五
一
一
一
一
向
。
逃
紳
約
一
一
一
日
境
。
一
品
開
。

町
一
日
一
緋
柴
去
。
千
年
奉
諌
除
。

松
竹
合
春
影
。
的
行
路
寂
葎
成
。

清
夜
琴
樽
罷
。
傾
門
事
馬
疎
。

普
天
皆
管
顔
。
音
節
逐
一
説
如
。

五
一
一
一
問
。
仲
秋
群
集
。
一
首
o

m
引
運
冷
時
窮
祭
。
苔
褒
久
歎
問
。

悲
哉
関
不
出
。
逝
失
水
難
留
。

支
焔
風
旗
薦
。
金
問
問
附
月
経
浮
。

天
縦
一
例
化
遠
。
高
代
仰
芳
献
。

こ
の
よ
う
な
詩
境
は
、
や
が
て
吋
健
闘
州
藻
』
晩
期
の
詩
人
石
上
朝

経
乙
麻
呂
へ
と
流
れ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
乙
蹴
呂
も
悲
哀
の
詩
人

で
あ
っ
た
。

従
三
位
中
約
一
一
一
一
同
日
銀
中
務
卿
石
上
朝
一
段
乙
麻
呂

五
一
一
一
一
口
。
瀦
寓
南
荒
、
熔
在
京
故
友
。
一

目
遼
愛
遊
千
里
。
俳
街
惜
寸
心
。

風
前
誠
治
議
。
月
後
桂
釘
陰
。

経
蝉
抱
樹
吟
。

相
思
知
別
働
。

こ
こ
で
は
じ
め
て
漢
詩
と
い
う
も
の
が
、
模
倣
性
・
集
閤
性
を
離

れ
て
、
溺
自
性
・
個
人
性
へ
の
動
き
を
み
せ
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
と
共
に
詩
が
詩
の
風
と
い
う
も
の
を
椋
び
て
く
る
こ
と
に
な
る
と

思
う
の
で
あ
る
。
か
の
吉
野
に
遊
ぶ
の
詩
に
お
い
て
、
字
合
・
麻
呂

の
詩
が
、
不
比
等
詩
の
系
列
か
ら
外
れ
て
存
し
て
い
る
と
い
う
の

も
、
こ
こ
に
そ
の
所
以
が
あ
る
。

よ
っ
て
こ
こ
に
こ
そ
、
新
た
な
詩
風
の
展
開
の

き
で
あ
ろ
う
。
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る
べ

六
の
文
字
か
ら
個
人
化
へ
の
文
部
?
と
遜
る
富
一
援
の
き
っ
か
け

は
、
長
産
主
詩
苑
の
綴
壌
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
兵
酸
例

は
、
話
代
に
あ
っ
て
詩
を
能
く
し
た
藤
原
氏
の
詩
の
中
に
見
出
せ
る

の
で
あ
っ
た
。
藤
原
氏
の
詩
の
務
化
に
は
、
賞
特
の
詩
壌
の
繁
一
輩
、

延
い
て
は
詩
風
の
務
遜
を
解
く
大
き
な
鍵
が
潜
ん
で
い
た
と
い
う
こ



と
を
、
改
め
て
思
い
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
町
一
際
風
藻
b

全
践
に
つ
い
て
、
そ
の
詩
風
の
脇
氏
遼
を
考
え

る
な
ら
ば
、
国
民
中
に
大
き
く
肢
を
据
え
た
詩
苑
の
時
代
と
、
次
に
結

い
た
倒
性
化
の
時
代
の
二
期
の
前
に
、
不
比
等
詩
苑
に
先
だ
っ
日
ま

だ
浅
き
近
江
朝
漢
文
部
十
及
び
そ
の
流
れ
を
ひ
く
時
期
を
設
定
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
前
期
と
名
づ
け
る
な
ら
ば
、
前
・

中
・
後
と
い
う
三
期
の
型
の
詩
風
接
選
闘
を
拙
き
得
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
思
分
に
こ
そ
、
と
も
す
れ
ば
吋
懐
風
藻
』
を
、
中
園
詩
の
も

の
さ
し
で
の
み
測
っ
て
き
た
従
来
の
弊
を
取
り
除
き
、
作
る
側
の
日

本
人
の
立
場
に
た
っ
た
日
本
漢
詩
の
新
た
な
見
方
の
出
護
黙
が
期
待

さ

れ

る

と

思

う

の

で

あ

る

。

(

埼

玉

大

事

諮

問

)

桂
一
岡
田
疋
之
内
}
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
段
v
b
、
杉
本
行
夫
『
懐
風
藻
』
な

ど。

設
二
小
島
憲
之
町
上
代
日
本
文
壊
と
中
図
文
事
』
上
中
下
、
円
日
本
古
典

文
向
尚
子
大
系
的
・
一
際
風
誌
・
文
筆
秀
麗
集
・
木
朝
文
粋
」
一
注

設
一
ニ
た
と
え
ば
緒
方
位
精
「
一
儀
氏
一
品
、
・
寓
葉
集
共
通
作
者
に
お
け
る
中
慰

文
壊
の
影
響
」

Q
文
化
科
事
紀
要
』
八
〉
な
ど
。

設
四
龍
一
に
同
じ
。

注
五
司
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
皐
』
一
二
七
頁
。

注
六
日
の
紀
州
制
度
蹴
門
前
は
慶
一
雲
ニ
年
(
七

O
五
)
に
設
。
貯
の
藤
原
朝
臣

総
前
の
詩
は
養
老
以
後
(
七
一
七
〉
(
〉
の
作
で
あ
る
。

注
七
中
間
延
「
詩
人
'
文
人
」
〈
円
高
葉
集
の
比
較
文
率
的
研
究
』
〉

法
人
小
島
憲
之
円
日
本
古
典
文
摩
大
系
的
・
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・
本

朝
文
粋
』
補
松

波
九
注
入
に
同
じ
。

詑
十
注
入
に
同
じ
。

注
十
一
校
七
に
同
じ
。

杭
十
二
小
島
窓
之
『
日
本
古
典
文
問
中
大
系
的
・
懐
風
藻
・
文
筆
秀
麗
柴
・

木
朝
文
粋
』
解
説

注
十
一
一
一
回
村
謙
治
「
懐
風
諜
の
詩
と
六
朝
詩
と
の
関
係
」

Q
閤
語
と
爵
文

問時r
b

第
二
七
巻
第
九
競
』

詑
十
四
こ
こ
で
「
不
比
等
の
詩
苑
」
と
は
っ
き
り
言
う
の
を
避
け
た
の

は
、
南
詩
が
必
ず
そ
の
詩
苑
一
で
制
作
さ
れ
た
と
隣
定
す
る
資
料
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。
「
不
比
等
の
詩
苑
」
は
存
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
第
一
一
一
節

に
な
ら
ベ
た
詩
が
す
べ
て
そ
の
詩
苑
で
の
も
の
と
は
言
い
き
れ
な
い
こ

と
は
、
詑
六
の
通
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
つ
:
:
・
簡
」
と
銘
う
っ
た
次
第
。

在
十
五
小
島
憲
之
『
日
本
古
典
文
磐
大
系
的
'
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・

本
朝
文
粋
』
波
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